
評価項目 評価基準

北海道内において、当該事業における技術と経験、J-クレ

ジットにおけるプロジェクト登録申請から認証取得までの実

績があるか。

協定締結からプロジェクト登録申請、認証後のモニタリング

まで明確かつ適正な事業計画となっており、当町との密な情

報連携を図ることができる体制になっているか。

収益按分

（15点）

J-クレジット売却益から外部経費（妥当性審査費用、検証費

用、モニタリング費用等）を差し引いたプロジェクト収益に

おいて町の収益割合が適切であるか。

J-クレジットの販売方法について、大企業を含む、当町の

様々なプロジェクトと親和性のある企業へのアプローチな

ど、合理的な販売手法を提案しているか。

J-クレジットの売れ残りが発生した場合、自社で買い取るな

どのフォローアップ体制が整っているか。

各年度の収支計画が適切な内容となっているか。

プロジェクト登録後のモニタリング、検証等、永続性が担保

された内容の提案であるか。

地元企業と連携など、地域経済にとって波及効果のある提案

となっているか。

その他、町がゼロカーボン施策を進める上で有益となる提案

があるか。

〇評価基準

5段階評価での判断目安は次のとおりとし、重要度に応じ配点を設定。

10点配点 15点配点

A 特に優れている 10 15

B 優れている 8 12

C どちらともいえない 6 9

D 劣っている 4 6

E 特に劣っている 2 3

評価点
評価 判断基準

事業遂行能力等

（20点）

企画提案・内容

（65点）

10

10

15

15

10

10

10

中川町 J-クレジット認証・販売事業公募型プロポーザル　評価基準表

合計

10

10

100

配点


